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Blum & Poe Tokyo ギャラリーのディレクターの大久
保玲奈さんと横浜美術館の学芸員の内山淳子さんにはこ
れら二人の美術様式について非常に丁寧に説明していた
だいた。奈良美智のアートは内観的な表現で、村上隆は
商業的な要素を含んでいるということだった。
私は今後の研究のため、チューターの高森美憂さんに
同行してもらい、国際的なマンガイベントに足を運んだ。
同人誌というものは、ヨーロッパの影響と、日本の伝統
的なマンガの生き生きとした構図によって作られたので
はないかと私はそこで気付いた。これは明治大学の「米
沢嘉博記念図書館 まんがとサブカルチャー」の教授、
斎藤宣彦氏さんとマンガ研究者の野田謙介さんと親切な
通訳と説明をしてくれた佐々木みつ希さんによって、あ
る程度立証された。
今回の私
の研究結果
として、「バ
サラ」と「か
わいい」と
いう美的価
値観は、奈
良美智と村
上隆の作品
だけでなく、
日本社会と
文化全体に
影響していることが分かった。
民俗と生活
―日本訪問時の見聞と感想―
鄧 苗
（北京師範大学民俗学与文化人類学研究所）
日本での訪問期間中、日本の民俗文化を調査し、初 歩的な研究を試みた。また、日常生活を通して日本の
写真 3　「カワイイ」in 原宿
撮影：シモニア・フクエ
写真 4　海外マンガフェスタで購入した同人誌
撮影：シモニア・フクエ
